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1. はじめに 

近年，メンタルヘルスの悪化は生産性の低下にもつなが

る問題としてとらえられている [1]．また化粧心理学によ

れば，服装や化粧などによって外観を変えることでうつ病

患者や痴呆性患者の情動を活性化したり， 精神的な障害を

持つ人々の病状を回復したりすることができると分かって

いる [2]．本研究では生活の質を向上させるために，気分

を上げる衣服の推薦システムの実現を目指す．本稿では運

動量計と加速度センサを用いて，着装時の感情状態を推定

する手法を提案する．  

2. 肯定的感情をもたらす衣服推薦システムの必要性 

2.1 衣服による感情の変化 

文献 [3]によれば，人間の感情は衣服によって左右され

る． 服装を変えることによって前向きな感情を想起させる

こともできる．一般的に自身の外見を変えることはヒトの

心理状態に大きな影響を及ぼす [4]． 

また，文献 [5]によれば人はセルフエスティームが高い

ほど幸福感を感じ，主体性をもって人生をおくることがで

きると分かっている．セルフエスティームとは一般に自尊

感情と呼ばれるものと同義であり，自己肯定感と関係が深

い． 

さらに，人が身に着けたいと思う衣服は目的によって異

なるため，ある衣服によって引き起こされる感情は活動コ

ンテキストによっても左右されると考えられる． 例えば正

式な発表の場に自分だけがカジュアルな装いで行ってしま

ったときのセルフエスティームや活動意欲は，周りと同じ

フォーマルな服装で発表に挑んだ時よりも低くなることな

どが考えられる．  

以上をふまえると，活動コンテキストに応じて適切な衣

服を推薦することで，人間の感情を肯定的に変化させ，活

動意欲とセルフエスティームを向上させられるといえる． 

2.2 衣服の推薦システム 

既存の衣服推薦システムには，ユーザに状況を入力させ，

その入力に概念辞書を用いて適した衣服を推薦する目的指

向衣服推薦システム [6]やユーザの行動履歴や興味をもと

に衣服のコーディネイトを推薦するシステム [7]などが存

在する．しかしこれらのシステムはユーザの入力によるラ

ベリングをもとに推薦するものが多数であり，センサデー

タに基づいた推薦は行っていない．これらは主観に基づい

た分析を主とするものであり，セルフエスティームや活動

意欲との関連を統計的に見つけだすことは困難である． ま

た，これらのシステムはセルフエスティームや活動意欲を

向上させる服装を推薦することは目標としていない．  

本研究では，着装者の生活の質および生産性を高めるた

めに，センサデータに基づいて肯定的な感情をもたらす衣

服を推薦することを目指す．そのために，衣服着装時のセ

ルフエスティームと活動意欲を推定する機械学習モデルの

作成を目指す． 

3. センサデータを使った着装感情推定モデルの作成 

3.1 活動量計と加速度センサによる着装感情推定 

セルフエスティームと活動意欲を推定する機械学習モデ

ル作成と，このモデルの衣服推薦システムへの適用を図１

に示す． 

モデル作成では，ユーザが日常においてその日着る衣服を

選び，その衣服を着た状態で，ある一つの活動コンテキス

トに従事することを想定する．ユーザは，侵襲性の低い腕

時計型の運動量計を装着する．また衣服の裾に加速度セン

サを装着する．その日の活動コンテキストに対する運動量

計と加速度センサのデータを取得する．取得したデータと

その活動コンテキストを特徴量，活動意欲とセルフエステ

ィームを出力とするモデルを学習する．それによって，活

動コンテキストから，活動意欲とセルフエスティームが高

くなるような衣服を推薦することができる．例えば人前で

発表する必要のある時は，この学習モデルを使うことで活

動意欲とセルフエスティームが高くなる服を選ぶことがで

きる． 

3.2 活動意欲とセルフエスティーム 

本学習モデルでは活動意欲とセルフエスティームを目的

の出力とする．ここで活動意欲とセルフエスティームの測

定について説明する． 

本手法における活動意欲は，多面的感情状態尺度 [3]と

やる気スコア [8]に基づくものとする．多面的感情状態尺

度は服装に特化した感情状態の尺度である．人間の感情は

衣服によって左右されるものでありこの尺度を用いること

で服 装によって生起する多面的感情状態を定量的に得るこ

とができる．本手法は服装によって気分を向上させること

を目的とするため，ポジティブな感情に関係する肯定的感
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情用語の中でクラスタ分けされた「はつらつとした」「安

らいだ」「うきうきした」などの 20項目を使用する．  

やる気スコアは自発性の低下や感情障害に関する尺度と

して活用される．参考文献 [8]における被験者は脳卒中を

経験したのち，症状がある程度安定した患者であるが，本

手法では活動意欲を図るための指標の一つとして参考にす

る．  

本手法におけるセルフエスティームはローゼンバーグ自

尊感情尺度 [9]で測定する．これは自己肯定感の程度を測

定するための 10項目からなる尺度である．この尺度を日本

語版にしたものの妥当性は Rosenberg 自尊感情尺度の信頼

性および妥当性の検討 [10]にて保証されている．活動意欲

とセルフエスティームはいずれも多値分類となる． 

本手法では衣服によって活動意欲およびセルフエスティ

ームに変化が生じることを客観的なセンサデータ分析から

証明する． 

3.3 モデル作成のための特徴量 

図１に示す通り，本手法では服の裾の加速度，ストレス

レベル，脈拍，睡眠の質，歩数や運動強度などから算出さ

れる運動量，そして活動コンテキストを説明変数とする．

服の加速度は，加速度センサを服の裾などに装着すること

で侵襲性のない範囲で取得できるようにする．ストレスレ

ベル，脈拍，睡眠の質，運動量は市販の運動量計を用いて

取得する． これらのセンサデータを時系列データとして扱

う．  

活動コンテキストについては趣味と義務の間に比例尺度

を設け，多値分類する．分類は被験者または実験者の主観

で行い，ある活動コンテキストが趣味すなわち自身が意欲

的に取り組みたいことに近いものであるのか，必要にせま

られて取り組む義務に近いものであるのかを判断する．趣

味に近い活動であるほど活動意欲・セルフエスティームは

より高くなると考えられる． 

活動意欲やセルフエスティームの高さによって特徴量は

次のように変化すると考えられる．例として，大学で一般

的な講義を受講している際の学生の運動量は低くなる．興

味のある分野の講義であるときとないときでは授業の聞き

方に差が生じるため，運動量や脈拍にも違いがみられるか

もしれない．また大学で運動サークルや音楽サークルなど

の活動を行う際の運動量は講義中に比べて大きくなること

が予想される．セルフエスティームが低い場合は趣味に近

い活動であると考えられるサークル活動中もストレスレベ

ルが高く脈拍に異常がみられる状況が続く可能性がある． 

3.4 モデルの学習 

本手法では各入力および出力を以下のように設定する．

x(t)などのように t に依存することが表記されているベクト

ルは時系列データであることを表している． 

 

x(t)：セルフエスティーム，活動意欲 

v：活動コンテキスト 

a(t)：服の加速度 

b(t)：ストレスレベル 

c(t)：脈拍 

d(t)：睡眠の質 

e(t)：運動量 

これらの変数に基づいて，セルフエスティームと活動意欲

は時々刻々と変化すると考え，時刻 t におけるそれらの値

を求めるモデル式を次のように定義する． 

 

x(t+1)= v+f[x(t),a(t),b(t),c(t),d(t),e(t)] 

 

セルフエスティーム，活動意欲を活動コンテキストとセン

サデータから取得する．最終的には活動コンテキスト v か

らセルフエスティーム，活動意欲 x が高い状態になる衣服

を推薦することを目指す．関数 fについてはARモデルなど

の時系列モデルの中から適したものを見つける．AR モデ

ルを用いる場合の関数 fは次のように定義できる． 

P x(t) + Q a(t) + R b(t) + S c(t) + T d(t) + U e(t)  

4. おわりに 

本手法ではセンサデータから，セルフエスティーム，活

動意欲を推定し，これらが高い状態になる衣服を推薦する．

センサデータは被験者の行動を妨げない，活動量計や加速

度センサによって取得する．これによって活動意欲を向上

させ，このシステムをQOLの高い生活をおくる一助とする

ことを目指す． 
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